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＜連絡事項＞
・特記事項無し
＜患者様連絡事項＞
・高柳　和子様～左腕に内出血、腫脹あり。田名部Dr報告し、レントゲン施行指示あり。結果骨折様所見無い為、湿布貼付、安静保持して経過観察指示あり。ハップスター1P処方となる。その後腫脹悪化した為今川Dr報告しレントゲン確認結果、左上腕骨骨折あり。週末は経過観察、月曜午前中に他科受診指示あり。紹介状は今川Dr記載済み。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後一時間ずつの開放観察実施。開放中他者へ書き物を強要する事あり介入要している。介入にて他者トラブル無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～終日隔離中。私物要求あるが、ドア蹴りや叫ぶ事無し。スタッフ対面時も穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・袴田　将志様～時間隔離中。小声での独語、妄想発言あり。表情の硬さはあるが、眼光の鋭さ無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。バイタルサイン異常無し。両上肢、両足背の浮腫持続。経管栄養トラブルや点滴トラブル無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・和田　昌様～殆どホールにて過ごされている。私物要求あるが、過度となる事は無い。気分高揚さや妄想発言無く穏やか。
・藤井　崇史様～便に固執した発言聞かれており、9:00にアローゼン1P服用。服用後は排便あったとのこと。気分高揚さ、他者干渉続いており都度見守りや介入要している。介入にてトラブル無く経過。
・木村　格治様～殆ど自室にて臥床して過ごしている。各食1/3～1/2摂取、食事摂取量低下見られている。拒薬は無い。妄想発言や声高さは無いが、他患者様を操作するような発言あり介入要している。
・向山　ユキ様～ベッド上体動あり見守り要している。またミトン外し頻回にあり介入している。介入に対し易怒性や粗暴性見られている。
・佐々木　ハル様～ホールにて過ごされている。帰宅要求や徘徊なく、スタッフ対応穏やか。
＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～気分高揚さや他者干渉あり見守りや頓服薬服用にて対応している。また、多弁さあり自ら切り上げる事出来ずにいる為、介入要している。介入に対する易怒性や興奮はない。
